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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

（
水
と
緑
の
住
宅
都
市
・
狛
江
市
）

狛
江
市
は
、
市
域
の
北
端
に
流
れ
る
「
野
川
」
と

南
端
に
位
置
す
る
「
多
摩
川
」
に
挟
ま
れ
、
水
と
緑

に
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
市
の
基
本
構
想
に

お
い
て
も
「
私
た
ち
が
つ
く
る
水
と
緑
の
ま
ち
」
を

将
来
都
市
像
と
し
て
お
り
、
水
質
の
改
善
は
も
と
よ

り
、
河
川
環
境
の
美
化
、
河
川
環
境
づ
く
り
に
向
け

た
河
川
敷
利
用
の
方
法
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

古
来
、
多
摩
川
の
活
用
は
生
活
に
密
着
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、昭
和
28
年
に
多
摩
水
道
橋
が
開
通
し
、

そ
の
後
大
き
く
変
貌
し
て
い
っ
た
。
歴
史
的
な
一
面

を
持
つ
「
渡
し
船
」
が
姿
を
消
し
、
水
質
の
悪
化
か

ら
魚
が
減
少
し
、
魚
場
と
し
て
の
役
割
も
薄
れ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
人
々
の
努
力
も
あ
り
徐
々
に
改

善
さ
れ
、
貴
重
な
水
辺
資
源
と
し
て
多
く
の
市
民
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
多
摩
川

い
か
だ
レ
ー
ス
」
な
ど
多
摩
川
を
利
用
し
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、「
水
辺
の
楽
校
」
な
ど
教

育
の
場
と
し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

多
摩
川
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
様
々
な

諸
問
題
が
存
在
し
て
い
る
が
、
約
10
年
前
か
ら
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
特
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
平
成
16
年
６
月
に
は
第
１
回
の
「
狛

江
ご
み
・
環
境
対
策
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
国
土
交

通
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
が
集
ま
り
検
討
を

開
始
し
た
が
解
決
策
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
か
ら
平
成
21

狛
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先進・ユニーク条例【解説】

多摩川ではバーベキューや花火をする人の
増加により、ゴミ、悪臭、夜間の騒音等が
大きな問題となっていた。そこで狛江市で
はさまざまな検討を経て、バーべキュー等
及び花火を禁止する条例を制定した。

狛江市

年
度
を
境
に
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
か
ら
器
材
ま
で
を
レ
ン
タ
ル

す
る
業
者
が
出
現
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
予
約
・
決
済

だ
け
で
、
都
心
近
郊
で
手
軽
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
め
る
と
あ
っ
て
更
に
多
く
の
若
者
が
和
泉
多
摩
川

河
川
敷
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
と
同
時
に
、

市
民
か
ら
の
苦
情
は
増
加
し
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
週

末
多
い
日
で
は
約
２
０
０
０
人
か
ら
発
生
す
る
ゴ

ミ
・
悪
臭
・
夜
間
の
花
火
の
騒
音
・
違
法
駐
車
な
ど
、

和
泉
多
摩
川
河
川
敷
周
辺
は
不
法
地
帯
と
化
し
て
し

ま
っ
た
。
平
成
21
年
12
月
に
市
民
協
働
事
業
と
し
て

狛
江
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
狛
江

市
民
討
議
会
実
行
委
員
会
が
纏
め
上
げ
た
、「
ど
う

す
る
多
摩
川
河
川
敷
？
問
題
解
決
と
有
効
活
用
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
狛
江
市
民
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先進・ユニーク条例

討
議
会
か
ら
の
市
民
提
案
書
・
実
施
報
告
書
」
に
お

い
て
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
全
面
禁
止
」
の
方
向
性
が
提

出
さ
れ
る
ほ
ど
市
民
か
ら
の
声
は
苦
情
か
ら
悲
鳴
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
近
隣
の
川
崎
市
に
お

い
て
は
全
国
初
と
も
い
え
る
有
料
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
利
用
が
条
例
化
さ
れ
、
荒
川
で
は
自
主
的
な

取
り
組
み
と
し
て
の
ル
ー
ル
化
が
さ
れ
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
利
用
が
出
来
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
規
制
が

無
く
電
車
・
徒
歩
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
小
田
急

線
の
高
架
下
で
日
陰
も
あ
る
和
泉
多
摩
川
周
辺
に
利

用
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

市
で
は
市
長
か
ら
の
直
接
指
示
に
よ
り
「
狛
江
市

多
摩
川
関
連
問
題
庁
内
検
討
委
員
会
」
を
平
成
22
年

12
月
に
設
置
し
、
多
摩
川
河
川
敷
に
お
け
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
問
題
等
の
対
応
策
及
び
河
川
敷
の
活
用
策
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
を
開
始
し
た
。

狛
江
市
多
摩
川
関
連
問
題
庁
内
検
討
委
員
会
で

は
、
現
在
ま
で
に
３
度
に
わ
た
り
報
告
書
を
取
り
纏

め
、
多
摩
川
河
川
敷
に
お
け
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及

び
花
火
を
禁
止
す
る
条
例
を
平
成
23
年
12
月
の
議
会

に
て
可
決
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
結
果

は
、一
つ
に
は
「
市
民
提
案
」
を
行
政
側
が
実
現
す
る

ま
で
の
過
程
と
し
て
、
新
た
な
事
例
と
な
り
今
後
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　

条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

（
条
例
の
内
容
）

○
狛
江
市
多
摩
川
河
川
敷
の
環
境
を
保
全
す
る
条
例

平
成
23
年
12
月
26
日
条
例
第
18
号

　（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
狛
江
市
（
以
下
「
市
」
と

い
う
。）
の
多
摩
川
河
川
敷
に
お
け
る
行
為
の
う

ち
、
市
民
の
安
寧
な
生
活
に
と
っ
て
特
に
迷
惑
と

な
る
行
為
の
禁
止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
狛
江
の
貴
重
な
自
然
財
産
で
あ
る

多
摩
川
の
自
然
環
境
を
確
保
し
、
も
っ
て
市
民
の

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
１
）
多
摩
川
河
川
敷　

多
摩
川
に
お
け
る
河
川

法
（
昭
和
39
年
法
律
第
１
６
７
号
）
第
６
条
第

１
項
の
河
川
区
域
内
の
土
地
を
い
う
。

（
２
）
市
民
等　

市
内
に
居
住
す
る
者
、
市
内
の

在
勤
者
又
は
在
学
者
及
び
市
域
の
多
摩
川
河
川

敷
を
利
用
す
る
者
を
い
う
。

（
３
）
事
業
者　

市
内
で
営
業
行
為
を
行
う
者
を

い
う
。

（
４
）
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等　

火
気
を
用
い
て
食
品

を
調
理
す
る
行
為
を
い
う
。

（
５
）
花
火　

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
25
年
法
律

第
１
４
９
号
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
玩

具
煙
火
の
爆
発
又
は
燃
焼
を
い
う
。

　（
基
本
姿
勢
）

第
３
条　

市
、
市
民
等
及
び
事
業
者
は
、
協
働
し
、

各
々
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
多
摩
川
河
川
敷

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
周
辺
の
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
市
の
責
務
）

第
４
条　

市
は
、
多
摩
川
河
川
敷
の
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
と
多
摩
川
河
川
敷
周
辺
の
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
に
、
必
要
な
施
策
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
市
民
等
の
責
務
）

第
５
条　

市
民
等
は
、
多
摩
川
河
川
敷
で
の
環
境
保

全
及
び
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　（
事
業
者
の
責
務
）

第
６
条　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て
多

摩
川
河
川
敷
に
お
け
る
景
観
や
市
民
の
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
市
の
施
策
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
管
理
者
の
責
務
）

第
７
条　

河
川
管
理
者
以
外
の
者
が
そ
の
権
原
に
基

づ
き
管
理
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の

管
理
者
は
、
本
条
例
の
目
的
に
則
り
、
適
正
に
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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　（
多
摩
川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
の
指
定
）

第
８
条　

市
長
は
、
地
域
の
生
活
環
境
及
び
自
然
環

境
を
特
に
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
多
摩
川
河
川
敷
の
一
定
の
区
域
を
環
境
保
全

区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
多

摩
川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
を
変
更
し
、
又
は
そ

の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

市
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
多
摩
川
河
川

敷
環
境
保
全
区
域
を
指
定
し
、若
し
く
は
変
更
し
、

又
は
そ
の
指
定
を
解
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
の
禁
止
）

第
９
条　

何
人
も
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
多
摩
川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
に
お
い

て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
花
火
の
禁
止
）

第
10
条　

何
人
も
、
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
多
摩
川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
に
お

い
て
、
花
火
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市

長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

　（
勧
告
）

第
11
条　

市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
に
対
し
、
そ
の
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
第
９
条
の
規
定
に
違
反
し
て
多
摩
川
河
川

敷
環
境
保
全
区
域
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
し

よ
う
と
す
る
者

（
２
）
前
条
の
規
定
に
違
反
し
て
多
摩
川
河
川
敷

環
境
保
全
区
域
内
で
花
火
を
し
よ
う
と
す
る
者

２　

市
長
は
、
前
項
の
勧
告
を
行
う
た
め
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
導
員
を
置
く
。

　（
委
任
）

（
過
料
）

第
12
条　

前
条
の
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
と
き
は
、２
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

　（
委
任
）

第
13
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。

付　

則

　（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
12
条
の
規
定
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２　

第
８
条
第
１
項
に
よ
る
区
域
の
指
定
そ
の
他
必

要
な
準
備
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
条
例
の
設
計
）
条
文
の
構
成

①　

総
則
的
規
定

・
目
的
規
定
（
第
１
条
）

・
定
義
規
定
（
第
２
条
）

・
理
念
規
定
（
第
３
条
）

・
責
務
規
定
（
第
４
～
７
条
）

②　

実
体
的
規
定

・
禁
止
事
項
（
対
象
範
囲
）（
８
条
）

・
禁
止
事
項
（
行
為
）（
９
、
10
条
）

③　

雑
則
規
定

・
是
正
事
項
（
第
11
条
）

・
委
任
事
項
（
第
13
条
）

④　

罰
則
規
定

・
行
政
罰
（
第
12
条
）

（
他
の
法
律
等
と
の
関
連
性
か
ら
く
る
諸
問
題
）

市
域
南
端
を
流
れ
る
多
摩
川
は
、
国
土
交
通
省
が

管
理
す
る
一
級
河
川
で
あ
る
。
こ
の
多
摩
川
を
管
理

す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
河
川
法
」
に
よ
っ
て
国
の
管

理
者
権
限
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
問
題
と
な
っ
た
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及
び
花

火
」
を
市
民
等
が
行
う
場
合
は
、
河
川
法
で
は
規
制

で
き
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
河
川
敷
は
基
本
的
に

「
自
由
使
用
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ

て
長
年
、
こ
の
壁
を
超
え
る
施
策
を
行
政
と
し
て
は

各
機
関
と
も
に
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
慮
し

て
い
た
。
河
川
法
で
規
制
で
き
な
い
た
め
に
、
都
市

公
園
法
に
基
づ
く
公
園
に
整
備
し
、
公
園
内
を
火
気
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使
用
不
可
と
し
て
い
く
方
法
し
か
、
法
的
な
対
応
が

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
公
園
整
備
は
コ
ス
ト
的
に
多

大
に
か
か
る
た
め
な
か
な
か
現
実
化
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で

の
対
応
も
検
討
さ
れ
た
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火

を
行
っ
た
後
に
発
生
す
る
ご
み
に
対
し
て
の
規
制
で

あ
る
た
め
に
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及
び
花
火
の
行

為
を
行
お
う
と
す
る
者
」
に
対
し
て
規
制
し
、
騒
音

や
悪
臭
を
防
ぐ
事
は
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
狛
江
市
多

摩
川
関
連
問
題
庁
内
検
討
委
員
会
」
で
は
、
二
つ
の

視
点
に
重
点
を
置
き
検
討
を
行
っ
た
。
一
つ
は
河
川

法
に
よ
る
「
包
括
占
用
」
を
行
い
、
管
理
者
権
限
の

も
と
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及
び
花
火
を
規
制
し
て
い

く
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
法
律
と
条
例
の
適
用
関
係

に
よ
り
、
管
理
者
権
限
を
伴
わ
な
く
と
も
行
為
を
規

制
す
る
方
法
で
あ
る
。

国
か
ら
は
前
者
の
河
川
法
に
よ
る
「
包
括
占
用
」

を
行
う
方
針
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
た
が
、
狛
江

市
多
摩
川
関
連
問
題
庁
内
検
討
委
員
会
で
は
有
識
者

を
交
え
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
以
下
の
検
討
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

基
本
的
な
事
項
か
ら
整
理
す
る
と

・
憲
法
第
94
条

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
財
産
を
管
理
し
、
事
務

を
処
理
し
、
及
び
行
政
を
執
行
す
る
権
能
を
有
し
、

法
律
の
範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先進・ユニーク条例

・
地
方
自
治
法
第
14
条

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
義
務
を
課
し
、
又
は
権
利

を
制
限
す
る
に
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場

合
を
除
く
ほ
か
、条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
法
令
と
条
例
の
関
係
に
お
い
て
は
、
最
高

裁
昭
和
50
年
９
月
10
日
大
法
廷
判
決
よ
り
、「
～
条

例
が
国
の
法
令
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
は
、
両
者
の

対
象
事
項
と
規
定
文
言
を
対
比
す
る
の
み
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
、
目
的
、
内
容
及
び
効
果
を
比
較

し
、
両
者
の
間
に
矛
盾
牴
触
が
あ
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
こ
れ
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ

る
。
つ
ま
り
、
国
の
法
令
が
必
ず
し
も
そ
の
規
定
に

よ
っ
て
全
国
的
に
一
律
に
同
一
内
容
の
規
制
を
施
す

趣
旨
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
通
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
、
そ
の
地
方
の
実
情
に
応
じ
て
、
別
段
の

規
制
を
施
す
こ
と
を
容
認
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
と
き
は
、
国
の
法
令
と
条
例
と
の
間
に
は
な
ん

ら
の
矛
盾
牴
触
は
な
く
、
条
例
が
国
の
法
令
に
違
反

す
る
問
題
は
生
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。

行
政
事
務
権
限
の
範
囲
で
あ
れ
ば
、
法
に
牴
触
し

な
い
限
り
は
市
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
を
規
制

す
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
河
川
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
根
拠
と
し

た
管
理
者
権
限
を
発
生
さ
せ
た
う
え
で
河
川
利
用
者

に
対
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
・
花
火
の
規
制
を
す
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
河
川
法
に
反
し
て
い
な
け
れ
ば

人
間
の
行
為
に
対
し
て
は
、
条
例
に
よ
っ
て
規
制
を

か
け
る
こ
と
が
出
来
る
訳
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
実
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、
行
為
の

禁
止
に
関
す
る
条
例
は
、
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
で
も

市
道
だ
け
で
な
く
都
道
な
ど
、
管
理
者
権
限
が
及
ば

な
い
場
所
に
つ
い
て
も
罰
則
を
か
け
て
い
る
の
で
、

必
ず
罰
則
を
か
け
る
上
で
河
川
法
に
よ
る
占
用
の
手

続
き
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。同
じ
よ
う
に
、

管
理
者
権
限
の
な
い
場
所
に
お
け
る
禁
止
条
例
と
し

て
は
、
横
浜
市
船
舶
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
に

お
い
て
、市
域
全
体
に
放
置
の
禁
止
を
行
っ
て
い
る
が
、

管
理
権
限
の
な
い
場
所
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
規
制
の

効
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

３　

条
例
を
も
と
に
し
た
こ
れ
ま
で
の

取
組
み

（
指
導
員
の
配
置
）

平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
条
例
に
よ
り
「
多
摩

川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
」
を
指
定
し
区
域
内
に
指

導
員
を
配
置
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
の
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
未
然
に

注
意
・
勧
告
を
行
っ
て
い
る
た
め
か
全
く
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

（
勧
告
に
必
要
と
な
る
周
知
、過
料
の
規
定
に
つ
い
て
）

条
例
施
行
に
伴
う
周
知
と
し
て
は
、
施
行
前
に
は

注
意
喚
起
の
の
ぼ
り
旗
と
看
板
を
河
川
敷
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
鉄
道
事
業
者
の
協
力
を
得
て
鉄
道
施



自治体法務研究 2012・秋◆ 46

設
を
利
用
し
て
横
断
幕
を
設
置
し
た
。

更
に
施
行
後
に
は
、
河
川
敷
内
で
の
勧
告
の
ひ
と

つ
と
し
て
も
非
常
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、
条
例
の

内
容
を
明
示
す
る
看
板
等
を
河
川
敷
内
に
設
置
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
鉄
道
の
橋
脚
部
分
や
鉄
道
駅
か
ら

河
川
敷
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
市
道
の

路
面
上
に
も
注
意
を
促
す
シ
ー
ト
を
貼
付
し
た
。

「
勧
告
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
、
多
摩
川
河
川

敷
環
境
保
全
区
域
内
に
お
い
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

及
び
花
火
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
行
為
を
中

止
す
る
よ
う
注
意
・
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
等
及
び
花
火
を
し
よ
う
と
す
る
者
と
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及
び
花
火
を
行
う
た
め
の
器
材
や

食
材
、
花
火
を
持
っ
て
多
摩
川
河
川
敷
に
訪
れ
る
者

な
ど
、
行
為
が
想
定
出
来
る
者
を
指
し
て
い
る
。
条

例
施
行
後
は
指
導
員
か
ら
、
行
為
を
行
う
前
に
事
前

に
注
意
・
勧
告
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
、行
為
に
至
っ

た
案
件
は
な
い
が
、
仮
に
食
品
を
調
理
す
る
行
為
や

玩
具
花
火
の
爆
発
又
は
燃
焼
に
至
っ
た
者
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
看
板
等
で
告
知
を
行
っ
て
い
る
も
の
と

し
、
過
料
の
対
象
と
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
地
方
自

治
法
第
２
５
５
条
の
３
に
基
づ
き
、
過
料
の
処
分
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
過
料
の
処
分
を

受
け
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
告
知
す

る
と
と
も
に
、
弁
明
の
機
会
は
与
え
て
い
く
。

さ
ら
に
「
過
料
」
に
関
し
て
は
、
多
摩
川
河
川
敷

環
境
保
全
区
域
内
に
お
い
て
、市
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
及
び
花
火
を
止
め
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
て
も
、
食

品
を
調
理
す
る
行
為
や
玩
具
花
火
の
爆
発
又
は
燃
焼

に
至
っ
た
者
に
対
し
２
万
円
以
下
の
過
料
を
科
し
、

そ
の
行
為
を
止
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

過
料
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、
違
反
者
を
罰
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
及

び
花
火
に
よ
る
迷
惑
行
為
、
多
摩
川
の
自
然
環
境
の

保
全
に
反
す
る
行
為
の
未
然
防
止
と
し
て
、
過
料
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
る
抑
止
効
果
を
活
か
し
な
が

ら
、
条
例
の
趣
旨
、
目
的
の
周
知
を
図
る
事
に
あ
る
。

狛
江
市
多
摩
川
関
連
問
題
庁
内
検
討
委
員
会
で

は
、
当
初
の
案
で
は
罰
則
を
行
政
罰
の
過
料
で
は
な

く
「
罰
金
」
と
し
て
の
刑
事
罰
を
検
討
し
て
い
た
。

そ
れ
ほ
ど
に
事
態
は
悪
化
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
庁
内
で
の
調
整
や
検
察
や
警
察
と
の
協
議

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
得
た
う
え
で
、最
終
的
に
は
「
過
料
」

と
判
断
し
た
。

そ
の
判
断
の
経
過
と
し
て
は
、
①
通
常
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
を
行
っ
た
だ
け
で
罰
金
刑
と
な
り
、
前
科
が

つ
く
こ
と
が
社
会
的
に
罰
則
と
し
て
適
当
で
あ
る
の

か
。
②
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
と

の
関
係
か
ら
判
断
し
て
、
違
反
行
為
が
重
複
し
て
該

当
す
る
た
め
に
、
最
終
的
に
廃
棄
物
処
理
法
が
優
先

し
て
適
用
さ
れ
、
条
例
違
反
に
つ
い
て
は
不
起
訴
と

な
る
の
は
確
実
な
の
で
、
条
例
の
意
味
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
③
時
代
の
流
れ
と
し
て
は
、
罰
金
は

30
万
円
以
上
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、
２
万

円
と
言
う
罰
金
は
ど
う
な
の
か
（
当
初
は
２
万
円
以

下
の
罰
金
で
検
討
を
開
始
し
て
い
た
た
め
）
④
過
料

で
あ
れ
ば
刑
事
罰
で
は
な
く
、
行
政
罰
な
の
で
併
科

す
る
事
に
は
問
題
は
な
い
。
以
上
の
見
解
よ
り
過
料

と
の
判
断
を
い
た
し
た
。

４　

課
題
と
今
後
の
展
望

条
例
施
行
に
伴
う
効
果
が
目
に
見
え
て
あ
が
り
、

以
前
の
静
か
な
多
摩
川
を
取
り
戻
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
発
生
し
て
き
て
い
る
。
具

体
的
に
は
区
域
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用
者
が
い

く
ら
か
散
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
区
域
外
は
住

宅
地
か
ら
も
距
離
が
あ
り
、
騒
音
や
悪
臭
に
関
す
る

苦
情
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
今
後
状
況
が
悪
化
す
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
指
定
区
域
を
広
げ
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
夏
の
長
期
休
暇

が
控
え
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
対
応
策
を
講
じ
る

必
要
も
想
定
さ
れ
る
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
過
料
を

科
し
て
い
く
予
定
で
も
あ
り
、
指
定
区
域
内
で
の
違

反
行
為
に
対
し
て
は
行
政
罰
の
対
象
と
な
る
。

条
例
施
行
の
初
年
度
は
、
ト
ラ
ブ
ル
等
も
予
想
さ

れ
危
険
が
伴
う
こ
と
か
ら
も
専
門
の
指
導
員
を
配
置

し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
河
川
敷
の
状
況
が
安
定

し
て
く
れ
ば
、
地
域
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成
や

清
掃
団
体
な
ど
に
よ
る
管
理
体
制
も
十
分
に
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
平
成
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24
年
度
か
ら
、
多
摩
川
河
川
敷
を
清
掃
す
る
市
民
団

体
が
、
新
た
に
ア
ド
プ
ト
制
度
を
利
用
し
て
活
動
し

て
い
る
。

ま
た
、
条
例
に
は
必
要
性
は
な
い
と
の
見
解
を
示

し
て
は
い
る
が
、多
摩
川
の
今
後
の
活
用
の
た
め
に
、

河
川
管
理
者
の
権
限
の
必
要
性
か
ら
、
河
川
法
に
基

づ
く
「
包
括
占
用
」
の
申
請
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
管
理
者
権
限
の
立
場
か
ら
も
占
用
範
囲
内

に
お
け
る
利
用
者
に
対
し
て
の
注
意
喚
起
も
行
う
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
で
は
、
そ
の
活

用
方
法
で
あ
る
が
、
将
来
の
多
摩
川
の
利
活
用
の
面

か
ら
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
観
光
事
業
と
し
て
の
貸

し
ボ
ー
ト
業
の
実
施
を
行
っ
て
い
く
。
冒
頭
に
紹
介

し
た
、
歴
史
的
な
一
面
を
持
つ
「
渡
し
船
」
が
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
多
摩
川
貸
し
ボ
ー
ト
」
と

し
て
存
続
し
、
地
域
に
定
着
し
た
原
風
景
と
し
て
市

民
か
ら
は
認
知
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
、
観
光
協
会

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、市
民
の
み
な
ら
ず
、市
外
か
ら

訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
、地
域
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

更
に
、
庁
内
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
当
初
、
法

的
な
対
応
を
と
る
よ
り
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
出
来
な

い
よ
う
に
物
理
的
な
措
置
と
し
て
、
利
用
の
一
番
多

い
河
川
敷
部
分
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
利
用
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
案
も
検
討
し

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
鉄
道
事
業
者
と
の

連
携
も
あ
り
、
河
川
敷
外
の
鉄
道
高
架
下
部
分
に
時

先進・ユニーク条例

間
貸
し
の
駐
車
場
の
設
置
が
行
わ
れ
、
河
川
利
用
者

に
対
す
る
駐
車
場
の
確
保
の
一
助
と
な
っ
た
。
ま
た

今
夏
に
は
、
河
川
敷
に
隣
接
す
る
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
の
施
設
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
事
業
は
、
多
摩
川
河
川
敷
を
利
用
し
た
屋
外

型
の
教
室
も
開
か
れ
る
予
定
で
あ
り
、
新
た
に
ス

ポ
ー
ツ
で
人
々
が
集
い
賑
わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
条
例
に
定
義
さ
れ
て
い
る
、
事
業
者
の
責
務

と
し
て
の
河
川
敷
の
景
観
の
保
持
と
し
て
行
わ
れ
る

清
掃
活
動
や
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
の
一
つ
と
し
て
施
設
の
無
料
開
放
や
教
室
の
無

料
参
加
な
ど
、
地
域
貢
献
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
市
の
施
策
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。

地
域
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
所
で
あ
る
多
摩
川

を
、
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
本
来
こ
の
よ
う
な
条
例
が
必
要
に
な
る
事

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
状
、指
導
員
に
よ
る
注
意
・

勧
告
の
段
階
で
、
河
川
敷
利
用
者
か
ら
は
一
定
の
理

解
を
得
て
行
為
を
未
然
に
防
止
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
は
、
利
用
者
に
お
い
て
も
マ
ナ
ー
を
守
る
と
い

う
社
会
通
念
上
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
モ
ラ
ル
を
遵
守

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
民
・
行
政
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果

た
し
、
多
摩
川
河
川
敷
の
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、多
摩
川
河
川
敷
環
境
保
全
区
域
が
ゼ
ロ

に
な
る
日
が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

現在の様子条例施行前の様子


